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見てみよう！歴史災害記録と旬のあいち

◆ 津島神社（一ノ鳥居）

◆ 災害にまつわる碑や史跡には、実際にその地域で起こったことが記録されているだけでなく、当時の人たちの思い（二度と被害を
　繰り返さないように、など）が込められています。碑や史跡の前では、災害が実際にこの地域で起こるということを実感していた
　だくとともに、そうした先人たちの声に耳を傾け思いを巡らせ、身の回りの備えにつなげ、 これからの防災に活かしてください。
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所在地：津島市埋田町
交　通：名鉄津島線「津島」駅 東 約 1km
　津島神社の東約 1km、津島市埋田町の、現在では住宅街
となった一角に、津島神社の一ノ鳥居の根石が残されてい
ます。かつてこの場所は、津島神社へ向かう道と佐屋街道
が分岐する、埋田追分と呼ばれた場所で、鳥居の根石とと
もに、石灯籠と道標も残っています。佐屋街道は、熱田の
宮宿から、岩塚・万場（名古屋市）、砂子（大治町）、神守
宿（津島市）を経て、埋田追分から佐屋に至る街道で、そ
の後、佐屋宿から「三里の渡し」で桑名宿まで続き、東海
道の脇街道として栄えました。熱田から桑名までを結ぶ「海
上七里の渡し船」を嫌った人たちに広く利用され、徳川三
代将軍家光や、明治天皇が通った跡や記録も街道各地に残
されています。
　この鳥居のあった埋田追分は、江戸時代の終わりごろに
は茶店などもあって、行き交う人々で大いににぎわい、大
正時代ごろまでは松並木が続いていました。江戸末期から
明治初期に描かれた尾張名所図会の『津島・佐屋追分』には、
この一ノ鳥居があった場所が描かれた図があり、津島神社

へ向かう道と佐屋街道の
分岐点であったことが見
て取れます。図には茶店
なども描かれており、上
り下りの人々でにぎわっ
ていた様子もよくわかり
ます。

　その後、明治になると、近くに県道が整備され、以降、
耕地整理や新しいまちづくりで道すじも変わり、次第に人
通りは少なくなっていきました。
　さて、昭和 34（1959）年 9 月、伊勢湾台風がこの地を
襲います。一ノ鳥居は、残された根石や石灯籠の大きさか
ら推定すると、10m もある大きな鳥居であったと考えられ
ますが、伊勢湾台風の際に秒速 40m を超える強い風に見舞
われ、倒壊の憂き目に遭います。このとき、壊れた鳥居の
一部は 100m ほど離れた小学校まで流されていきました。
　伊勢湾台風は、津島地域へは 9 月 26 日の午後 9 時過ぎ
に最接近し、樹木はもちろん、電柱、鉄柱まで倒れる猛烈
な暴風が吹き荒れ、伊勢湾沿岸では 4m にも及ぶ高潮とな
り、海岸堤防が決壊しました。27 日の午前中には、台風一
過の秋晴れの中、津島地域まで海水が静かに流入し、最終
的には津島市の 94％の区域が浸水、107 棟が全壊、5,000
棟余りの世帯が床上浸水となり、排水が完了するのは、旧
津島市区では 11 月 20 日、さらに南の神島田地区では 11
月 30 日のこととなりました。
　一ノ鳥居は伊勢湾台風での倒壊後、何度か再建計画が持
ち上がりますが、高額な建設費用や、神社から離れた地理
的な問題などがネックとなり再建に至らず、現在も、伊勢
湾台風の威力を示
す貴重な遺構とし
て、その根石だけ
がひっそりと佇ん
でいます。

津島市
一ノ鳥居の根石

名鉄津島駅津島神社

尾張名所図会『津島・佐屋追分』
（イメージ着色、Network2010 HP より）



◆津島神社（一ノ鳥居）の周辺には…

◆ この地域の災害に関する碑・史跡、資料・体験談集、地域に残る古文書、研究資料、郷土史研究者・団体などの情報がありましたら、
　 gensaisan2014@gmail.com まで情報をお寄せください。

◆ 県内の歴史地震記録をホームページで紹介しています。各地の碑や史跡等にご興味をお持ちいただけましたら、『歴史地震記録に学ぶ 防災・
　 減災サイト』（http://www.pref.aichi.jp/bousai/densho/index.html）をぜひご覧ください。

（発行：減斎の会・名古屋大学減災連携研究センター　2021 年 3 月）

◆詳細な地図は『歴史地震記録に学ぶ 防災・減災サイト』（http://www.pref.aichi.jp/bousai/densho/index.html）をご覧ください。

●ブレイクタイム●
♪ 円空作千体仏 
　名鉄津島駅から津島神社を結ぶ天王通りの中間に、 江戸時代の行脚僧「円空」が彫った千体仏が安置

される千体地蔵堂があります。千体仏は、高さ約 20cm の地蔵菩薩を中心に、周りに 5cm ほどの小仏

千体がぎっしりと並べられており、その柔和なまなざしは、道行く人たちの心を和ませ続けてきました。

　全国の円空作千体仏の中でも、完全な形で残っているのはこの地蔵堂だけと言われています。現在

では、GW の天王川公園の藤まつり期間中の 1 日と 8 月 24 日に開扉され、千体仏を拝むことができます。

 

 
 

 

● 天王川公園（震災記念碑） ● 藤浪中学校（水難の碑）
所在地：津島市宮川町
交　通：名鉄津島線「津島」駅 南西 約 1.4km
　この碑は、明治 24（1891）年濃尾地震の惨害
を記録するために建立されたもので、碑表には、

海東、海西二郡の罹災の実情、
堤防や学校の復旧、救済の様子
などが、碑裏には、建碑資金の
寄付者名が刻まれています。

所在地：津島市西柳原町
交　通：名鉄津島線「津島」駅 北東 約 1km

　水難の碑は、伊勢湾台風で大きな被害
を受けた海部地域で、災害の記憶を後世
に残すため、津島ロータリークラブにより
地元の 3 つの中学校に設
置が進められたものです。
題字は、時の内閣総理大
臣・岸信介によります。 

● 成
じょうしんぼう

信 坊
所在地：津島市本町　　交　通：名鉄津島線「津島」駅 西 約 600m
　嘉永 7（1854）年安政東海・南海地震によって太鼓堂玄関が倒れ、また明治 24（1891）年濃尾地震によっ
て全壊しています。

　開扉祭は、津島神社では「尾張津島天王祭」に次ぐ 700 年以上も
続く重要な祭礼で、陰暦 2 月 1 日に行われます。「おみと」とも呼
ばれています。尾張地方では希少な火祭であり、松明に葭を使用し、
水郷地帯であるこの地域の特色が見られることなどから、歴史・文
化を伝える民俗行事として市の無形民俗文化財に指定されています。
　祭当日は、消防団総勢 50 名の担ぎ手が火のついた 1 対の大松明
を担ぎ、東大鳥居から東境内を練り、楼門に一斉に突入して、拝殿

前に整列します。その間を神職が拝殿に進み、
祭典が行われます。大松明の燃え残りは、昔
から「雷除」「歯痛止」「田の虫除」などにご
利益があると信仰され、参拝者は争って持ち
帰ります。

★ 開
か い ひ さ い

扉祭
　あいちの伝統野菜・越

こ し づ

津ね
ぎは、江戸時代中期に現在の
津島市越津町周辺で栽培され
始め、その後、木曽川の沖積地帯を中心に広がり、
現在では江南市や一宮市、津島市、稲沢市など
で栽培されています。
　白い部分を主に食用とする関東・東北の根深
ねぎと、緑の葉の部分を食用とする関西以西の
葉ねぎの中間的な性質を持ち、軟白部分と葉の
部分の両方とも食べられるのが特徴です。旬は
10 月から 3 月で、柔らかく甘みがあり、すき焼
きや煮物によく用いられます。

あいちの農産物
 

 

愛知県園芸農産課 HP より

Aichi Now HP より

津島市の歴史・文化遺産 HPより

津島神社 

天王川公園 

成信坊 

津島市 

愛西市 

あま市 

蟹江町 

藤浪中学校
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